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第 4回

　片
か た や ま

山 幸
ゆ き ひ ろ

宏

片山幸宏さんの経歴

1991 年（平成 3 年）1 月 28 日、村

岡区入江生まれ。射添小・中学校、県

立八鹿高校卒業後、鳥取大学に進学し、

部活動でマジックを本格的に学ぶ。昨

年 7月、韓国・釜山で開かれたマジッ

ク界のオリンピックと称される世界

大会「Ｆ
フ ィ ズ ム

ＩＳＭ 2018」では、世界中

から予選を勝ち抜いた 100 組以上の

強者が集まる中、第 3位に輝くなど、

その卓越した指先のスキルは世界で高

い評価を得ている。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
町
出
身
者 

第
４
回

は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
、
世
界
各
国
で
公

演
を
行
っ
て
い
る
片
山
幸
宏
さ
ん
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ー
幼
少
期
は
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た

か
。

　

片
山　

あ
ま
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
は
で
き

ず
不
器
用
で
し
た
。
よ
く
言
え
ば
ひ
と
つ
の

こ
と
を
貫
い
て
や
る
よ
う
な
少
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ー
香
美
町
で
の
暮
ら
し
や
経
験
は
、
こ
れ

ま
で
の
人
生
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

片
山　

よ
い
意
味
で
香
美
町
は
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
都
会
で
育
っ
て
い
た
ら
、
放
課
後
に
カ

ラ
オ
ケ
に
行
く
と
か
興
味
が
ほ
か
に
移
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
僕
の
中

で
の
娯
楽
は
マ
ジ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
研
究
し
た
り
練
習
し
た
り
と
や
り
た

い
こ
と
を
突
き
詰
め
や
す
い
環
境
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

―
地
元
を
離
れ
て
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

片
山　

現
在
、
京
都
市
内
で
社
会
人
を
す

る
か
た
わ
ら
マ
ジ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
平

日
は
水
道
管
の
設
計
の
仕
事
を
し
て
、
休
日

に
マ
ジ
ッ
ク
を
す
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
年

間
で
お
よ
そ
50
公
演
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
を

や
り
た
い
こ
と
を

突
き
詰
め
や
す
い
環
境
で
育
つ

突
き
詰
め
や
す
い
環
境
で
育
つ
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ー
マ
ジ
ッ
ク
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

片
山　

射
添
小
学
校
２
年
生
の
頃
、
担
任

の
先
生
が
見
せ
て
く
れ
た
、
手
か
ら
チ
ョ
ー

ク
を
出
す
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
こ
と
と
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
通
信
教
育
教
材
の
付
録
で
マ
ジ
ッ

ク
セ
ッ
ト
が
も
ら
え
て
、
そ
れ
に
興
味
を

持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
を
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

大
学
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
所
属
し
て
い
た

の
が
奇
術
部
と
い
う
名
前
が
ち
ょ
っ
と
う
さ

ん
く
さ
い
部
な
ん
で
す
が
（
笑
）。
ち
ゃ
ん

と
顧
問
の
先
生
も
い
て
、
講
義
が
終
わ
っ
た

後
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
す
る
よ
う
な
本
格
的

な
部
で
し
た
。
技
術
向
上
の
た
め
練
習
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。

　

ー
マ
ジ
ッ
ク
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間

は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

　

や
は
り
「
マ
ジ
ッ
ク
す
ご
い
な
」
と
会
場

が
盛
り
上
が
っ
た
と
き
で
す
。
人
間
、
生
き

て
る
と
苦
労
も
多
い
の
で
、
マ
ジ
ッ
ク
を
見

に
訪
れ
た
お
客
様
に
は
「
楽
し
か
っ
た
な
。

充
実
し
た
と
き
を
過
ご
せ
た
し
明
日
も
頑
張

ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
本
望
で
す
。

　

ー
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

片
山　

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
、次
回
は
２
０
２
１
年
、カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
も
う
国
内
予
選
が

始
ま
り
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
別
部
門
で
出
場

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
マ
ジ
ッ
ク
界
は
、
ほ
か
の
芸
能
よ

り
も
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
マ
ジ
ッ
ク
の
価
値
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
な
活
動
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
言
え
ば
、
文
楽
劇
場
の
よ
う
な
格
式

の
高
い
場
所
で
も
披
露
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ー
地
元
、
香
美
町
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

片
山　

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

あ
き
ら
め
ず
に
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
で
な
れ
な
い
も
の
は
無
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
僕
自
身
も
、
マ
ジ
ッ
ク
を
本
気
で

続
け
て
行
く
こ
と
を
多
く
の
人
に
反
対
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
負
け
ず
に
頑
張
っ
た
こ

と
で
今
の
僕
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ー
今
後
も
香
美
町
で
、
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露

す
る
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

片
山　

そ
れ
は
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
や

は
り
地
元
の
方
に
見
て
頂
く
機
会
は
、
僕
の

中
で
も
特
別
な
の
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
の
活
動
と
し
て
、
最
近
は
５
月

１
日
〜
13
日
に
開
催
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
と
ス

イ
ス
の
大
会
に
招
待
さ
れ
て
出
場
し
た
り
、

地
域
で
シ
ョ
ー
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
２
年
生
の
と
き

小
学
校
２
年
生
の
と
き

世
の
中
に

世
の
中
にな

れ
な
い
も
の
は
な
い

な
れ
な
い
も
の
は
な
い

▲ FISM の表彰式で部門 1位の仏代表フロリアン・セインヴェット氏と（写真本人提供）

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
感
動

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
感
動

　

ー
世
界
第
３
位
と
な
っ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
２
０

１
８
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

片
山　

初
出
場
し
た
２
０
１
５
年
の
イ
タ

リ
ア
大
会
に
引
き
続
き
、
指
先
の
技
術
を
競

う
、 「
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
空
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
中

に
カ
ー
ド
を
出
現
さ
せ
る
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
瞬

間
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
迎

え
て
い
た
だ
き
、
た
だ
た
だ
お
腹
の
中
か
ら

あ
た
た
か
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
く
る
よ
う

な
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
感
動
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
と
出
会
う

マ
ジ
ッ
ク
と
出
会
う

▲香美町内のイベントでマジックを披露する片山さん
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　6月 3日（月）から 7日（金）までの 5日間、町内 4中学校の 2年生 149 人が「トライや

る ･ウィーク」に参加。74 事業所で多くの指導ボランティアの皆さんにご協力、ご支援を

いただきながら仕事を体験し、さまざまなことを学びました。

　生徒を受け入れていただいた事業所の皆さん、指導ボランティアの皆さんには、大変お世

話になりましたことを厚くお礼申し上げます。

　ここで取組の一部を中学生記者からご紹介します。

地域に学ぶ地域に学ぶ

「トライやる・ウィーク」「トライやる・ウィーク」

　

美
方
広
域
消
防
本
部
で
は
、
香
住
第
一

中
学
校
と
香
住
第
二
中
学
校
の
生
徒
６
人

が
訓
練
塔
か
ら
の
降
下
訓
練
や
、
チ
ロ
リ

ア
ン
渡と

か過
と
い
わ
れ
る
ロ
ー
プ
を
渡
る
救

助
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
後
か
ら
、
は
し
ご
車
の
体

験
乗
車
や
通
信
指
令
室
の
見
学
を
行
う
な

ど
、
消
防
自
動
車
の
出
動
の
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。

　

淀
極き

わ

む夢
さ
ん
は
「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
好
き
だ
し
、
昨
年
描
い
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
が
入
選
し
た
か
ら
消
防
署
を
希
望
し

ま
し
た
。
き
つ
い
訓
練
を
毎
日
し
て
い
る

消
防
の
人
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
」
と
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
…
安
井
恵け

い
じ
ゅ樹　

写
真
…
滝
本
光ひ

か

り理
）

思
っ
た
以
上
に
き
つ
い
！

　

香
住
幼
稚
園
で
は
、
香
住
第
一
中
学
校

の
生
徒
２
人
が
、
先
生
の
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
鉄
棒
や
滑
り
台
、
砂
場

で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
と

園
児
た
ち
と
笑
顔
で
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

体
験
を
し
た
畑
中
陽は

る

と斗
さ
ん
は
「
子
ど

も
た
ち
を
名
前
で
呼
べ
る
よ
う
に
、
努
力

し
ま
し
た
。
顔
と
し
ぐ
さ
で
必
死
に
覚
え

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
文
…
松
井
悠ゆ

う

ま麻　

写
真
…
吉
本
仁じ

ん

と登
）

笑
顔
が
大
事
！

▲役場で行政放送をしました ▲ふれあい温泉おじろんで脱衣場を掃除しました

▲マロニエ村岡店でケーキ作りをしました ▲村岡こぶし園で入居者と習字をしました

▲美方ファーム㈱で子牛にミルクをあげました

▲村岡郵便局でレジ打ちをしました
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー おしらせおしらせフォトニュースフォトニュース 連　載連　載

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
、
本
町
で
は
、
10
月
か
ら
使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
冊
５
千
円
の
商
品
券
を
４
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

　

な
お
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
商
品
券
購
入
引
換
券
（
引
換
券
）
の
申
請
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
左
表
）。

使
用
可
能
店
舗

　

町
内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
申
請
時
、
引
換
券
発
送
時
な

ど
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

購
入
期
間

９
月
24
日（
火
）〜
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

　

役
場
本
庁
舎
お
よ
び
各
地
域
局
で
販
売
し

ま
す
。

使
用
期
間

10
月
１
日（
火
）〜
令
和
２
年
２
月
29
日（
土
）

購入例

「非課税者分」として 4人分

「子育て世帯分」として 2人分

2万 5千円× 6人＝ 15 万円分

の商品券を 12 万円で購入できます。

夫婦 2 人・子 2 人（2 歳と 0 歳）

の世帯で 4人とも非課税者の場合

「非課税者分」として 2人分

2万 5千円× 2人＝ 5 万円分

の商品券を

4 万円で購入出来ます。

夫婦 2人の世帯で

2人とも非課税者の場合

非課税 非課税 子育て

「子育て世帯分」として 2人分

2万 5千円× 2人＝ 5 万円分

の商品券を、

4 万円で購入できます。

夫婦 2人・子 2人（2歳と 0歳）

の世帯で課税者である世帯主が

家族（非課税者）を扶養している場合

課税 子育て

↓ ↓ ↓

商
品
券
取
扱
店
の
募
集

商
品
券
取
扱
店
の
募
集

申
込
期
限

７
月
16
日
（
火
）

申
込
方
法

　

「
香
美
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店
申

込
書
兼
誓
約
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

申
込
書
類
は
役
場
観
光
商
工
課
、
香
美

町
商
工
会
に
あ
り
ま
す
。

　
　

 

ま
た
町
、
香
美
町
商
工
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
場
所

香
美
町
商
工
会

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
ご
案
内

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
ご
案
内

住
民
税
非
課
税
の
人
・
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
を
対
象

香
美
町
商
工
会
本
所　

０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

対象者 引換券申請方法 販売限度

平成 31 年度分の住民税が

非課税の人

※ 住民税が課税されている人

の配偶者・扶養親族、生活

保護者などは除きます。

申請書を役場観光商工課に郵送

または持参

※ 申請書は対象となる人へ個別

に送付します。

　申請期限：12月 27 日（金）

　 申請内容を確認後、引換券を

送付します。

5 冊 25,000 円分

（販売額 2万円）

平成 28 年 4 月 2日～

令和元年 9 月 30 日に生ま

れた子のいる世帯の世帯主

申請不要

※商品券購入引換券を対象と

なる人へ個別に送付します。

3 歳未満児

1人につき

5冊 25,000 円分

（販売額 2万円）

▼対象者、引換券申請方法、購入限度額など
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※ 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
採
用

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中「
こ

ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
づ

く
り
と
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、
次
の
と

お
り
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
事
務
職
の
ほ
か
、
町
民
の
保
健
指
導

な
ど
を
行
う
保
健
師
、
そ
し
て
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
教
育
、
保
育
に
従
事
す
る
幼
稚
園

教
諭
、
公
立
香
住
病
院
の
医
療
事
務
職
な
ど

幅
広
い
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら
も

成
長
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
町
民
と
協
働

し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼職種、採用予定人数、受験資格など

職種
採用予定人数

勤務先・主な業務内容 受験資格など

一般事務職

6 人
　役場本庁舎や各地域局などで一般行政の業
務に従事します。

　平成 5年 4月 2日以降に生まれ、高等学校以上の学
校を卒業した人、または令和 2年 3月 31 日までに卒
業見込みの人

医療事務職

1 人 　公立香住病院で医療事務に従事します。 　同上

幼稚園教諭

1 人
　町内の幼稚園で園児の教育に従事します。
また、町内の保育所などで保育に従事する場
合もあります。

　平成 5年 4月 2日以降に生まれ、幼稚園教諭の免許
および保育士の資格を有する人、または令和 2年 3月
31日までにいずれも取得見込みの人※

保健師

2 人
　役場本庁舎や各地域局などで保健指導など
の業務に従事します。

　平成元年 4月 2日以降に生まれ、保健師の免許を有
する人、または令和 2年 3月 31 日までに取得見込み
の人※

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
22
日
（
日
）
10
時
〜

　
　

・
役
場
本
庁
舎

　

▼
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験
と

性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】（
全
職
種
）

　

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

　

▼
内
容

　
　

・ 

一
般
事
務
職
、
医
療
事
務
職
、
保
健

師
…
グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
個
別
面

接

　
　

・ 

幼
稚
園
教
諭
…
グ
ル
ー
プ
討
議
、
個

別
面
接
お
よ
び
実
技
試
験

■
申
込
方
法

① 

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
交
付
…
役
場

お
よ
び
各
地
域
局
で
行
い
ま
す
。
郵
送
を

希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
同
封
し

て
、
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

受
験
申
込
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
８
月
９
日
（
金
）
必
着
）。

■
職
員
採
用
説
明
会
（
要
申
込
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
７
月
27
日
（
土
）
14
時
〜

　
　

・
役
場
本
庁
舎
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■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま

た
は
免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付

し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
30
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
８
月
30
日
（
金
）
必
着
）。

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

 

① 

作
業
療
法
士
…
１
人

　

②
看
護
師
…
若
干
人

■
受
験
資
格
な
ど

　

① 

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

作
業
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

　

② 

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

　

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
を

取
り
消
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験
（
全
職
種
）

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
15
日
（
日
）

　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

 　

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別

面
接
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
採
用

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

税
率
な
ど
の
決
定

　

令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

税
の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
医
療
給
付
費
分
が

61
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
19
万
円
、

介
護
納
付
金
分
が
16
万
円
と
な
り
ま
す
。

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
30
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算

定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

▼
40
歳
未
満
…
①
＋
②

　

▼
40
歳
以
上
65
歳
未
満
…
①
＋
②
＋
③

　

▼
65
歳
以
上
75
歳
未
満
…
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 4.76％ 2.79％ 2.99％

均　等　割 17,560 円 9,520 円 13,080 円

平　等　割 13,840 円 7,520 円 6,960 円

課税限度額 61万円 19万円 16万円

（表 1）令和元年度 国保税 税率表

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 30 年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33 万円）× 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

33 万円 7割

33万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 28万円

5 割

33 万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 51万円

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 国保から後期高齢者医療制度に移行した後も継
続して同一の国保世帯にいる人

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

令
和
元
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
決
ま
り
ま
し
た

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

　

看
護
師
は
、
令
和
元
年
度
中
途
採
用

の
職
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
立
香
住
病
院
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
広
報
４
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲看護師募集リーフレット
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町
内
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、
教
職

員
の
休
暇
取
得
を
促
進
し
、
心
身
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

お
盆
の
期
間
（
本
年
度
に
つ
い
て
は
８
月
13

日
（
火
）
〜
15
日
（
木
））
を
学
校
閉
庁
日
（
教

職
員
が
一
斉
に
年
次
休
暇
な
ど
を
取
得
し
学

校
に
勤
務
し
な
い
日
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
は
従
来
ど
お
り
利

用
可
能
で
す
。
ま
た
、
学
校
閉
庁
日
に
各
学

校
へ
緊
急
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

町
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
閉
庁
日
を
実
施
し
ま
す

学
校
閉
庁
日
を
実
施
し
ま
す

① 

週
一
日
、
各
校
で
設
定
し
た
時
刻

(

定
時)

に
、
全
教
職
員
が
退
勤
す

る
日
の
こ
と
。

② 

週
二
日
以
上
設
け
ら
れ
て
い
る
、
部

活
動
を
行
わ
な
い
日
（
平
日
お
よ
び

土
日
な
ど
の
休
業
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一

日
以
上
）
の
こ
と
。

「
教
職
員
の
定
時
退
勤
日
」「
ノ
ー

「
教
職
員
の
定
時
退
勤
日
」「
ノ
ー

部
活
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

部
活
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

児
童･

生
徒
の
生
き
る
力
を
育
み
、
学
力

の
向
上
や
い
じ
め
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
職
員
が
児

童･

生
徒
と
じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

教
職
員
の
超
過
勤
務
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

た
び
た
び
報
道
さ
れ
、
教
職
員
の
時
間
的
・

精
神
的
負
担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
超
過
勤
務
の
縮
減
な
ど
、
学
校

業
務
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、

県
内
す
べ
て
の
学
校
で
「
教
職
員
定
時
退
勤

日(

①)

」「
ノ
ー
部
活
デ
ー(

②)

」
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
各
学
校
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
目
標
を
設
定
し
、
業
務
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

教
職
員
の
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
現
を
図
り
、
す
べ

て
の
教
職
員
が
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、

一
人
一
人
の
児
童･

生
徒
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、「
働

き
方
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

快
適
な
学
習
環
境
を
整
備

学
校
園
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
ま
し
た

学
校
園
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
ま
し
た

　

昨
夏
の
災
害
と
も
い
え
る
猛
暑
に
よ
る
健

康
被
害
の
発
生
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
早
期

に
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
と
と
も
に
学

習
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い
た

エ
ア
コ
ン
整
備
工
事
が
、
町
内
の
す
べ
て
の

学
校
園
（
校
舎
の
大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て

整
備
す
る
柴
山
小
学
校
を
除
く
）
で
６
月
末

ま
で
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
今
年
中
に
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
整
備
率
が
１
０
０
％
と
な
り
、
令
和
の

時
代
は
快
適
な
環
境
の
も
と
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

総
工
事
費
は
約
３
億
９
千
万
円
、
う
ち
５

４
１
８
万
５
千
円
が
国
か
ら
の
補
助
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小学校 中学校

本町
25.0％

（11月：100%）

45.0％

（6月：100％）

県平均 67.4％ 72.3％

▲普通教室のエアコン整備率（平成 31 年 3 月現在）

▲エアコン設置により快適な学習環境を整備

▲余部小学校のエアコンの室外機
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
防
災
安
全
課

警
戒
レ
ベ
ル
３
・
４
で
安
全
に
確
実
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

避
難
情
報
を
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
で
知
ら
せ
ま
す

避
難
情
報
を
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
で
知
ら
せ
ま
す

　

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
踏
ま
え
、
災

害
時
に
避
難
行
動
が
容
易
に
と
れ
る
よ
う
、

防
災
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
化
し
、
防
災
情
報

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

町
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
な
ど
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

警戒レベル 避難行動など 避難情報など

警戒レベル５

　既に災害が発生している

状況です。

　命を守るための最善の行

動をとりましょう。

災害発生情報

【注１】

（町が発令）

警戒レベル４

全員避難

　速やかに避難先へ避難し

ましょう。

　公的な避難場所までの移

動が危険と思われる場合は、

近くの安全な場所や、自宅

内のより安全な場所に避難

しましょう。

避難勧告

避難指示（緊急） 

【注２】

（町が発令）

警戒レベル３

高齢者などは

避難開始

　避難に時間を要する人（高

齢者、障害のある人、乳幼

児など）とその支援者は避

難をしましょう。その他の

人は、避難の準備をしましょ

う。

避難準備・

高齢者など避難

開始

（町が発令）

 警戒レベル２

　避難に備え、自らの避難

行動を確認しましょう。

洪水注意報

大雨注意報など

（気象庁が発表）

 警戒レベル１
　災害への心構えを高めま

しょう。

早期注意情報

（気象庁が発表）

▼町から発令される避難情報など

　

各
種
の
情
報
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
１
〜
５
の

順
番
で
発
表
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

「
災
害
発
生
情
報
（
左
表
【
注
１
】
）」
は
災

害
が
実
際
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し

た
場
合
に
、
可
能
な
範
囲
で
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

「
避
難
指
示
（
左
表
【
注
２
】
）」
は
地
域
の

状
況
に
応
じ
て
緊
急
的
ま
た
は
重
ね
て
避
難

を
促
す
場
合
な
ど
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

注
意
す
る
点

注
意
す
る
点

■
避
難
勧
告
の
発
令
を
伝
え
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
香
美
町
災
害
対
策
本
部
で
す
。

○
○
地
区
に
洪
水
に
関
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
４
、

避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。

■
災
害
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　

○
○
川
が
氾
濫
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
水
位

に
到
達
し
ま
し
た
。

■
と
る
べ
き
行
動
を
伝
え
ま
す
。

　

○
○
の
地
区
の
方
は
、
速
や
か
に
全
員
避

難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
場
所
へ
の
避
難
が
危
険
な
場
合
は
、

近
く
の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
か
、
屋
内

の
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
発
表
時
の
行
政
放
送
例

警
戒
レ
ベ
ル
４
発
表
時
の
行
政
放
送
例

制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
す
る
人

の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
町
民
課
ま
た
は
各

地
域
局
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
人

　

本
町
に
住
民
票
が
あ
る
人
、
ま
た
は
本
籍

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
本
人
通
知
制
度

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
本
人
通
知
制
度

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
か
ら
請
求

を
受
け
て
交
付
し
た
と
き
に
、
そ
の
事
実
を

本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

が
あ
る
人
（
過
去
に
あ
っ
た
人
を
含
む
）

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

・ 

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
消
除
さ

れ
た
も
の
を
含
む
）

・ 

戸
籍
の
謄
抄
本
お
よ
び
戸
籍
記
載
事
項
証

明
書
（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

通
知
す
る
内
容

　

交
付
年
月
日
、
証
明
書
の
種
別
、
交
付
通

数
、
第
三
者
な
ど
の
種
別

※ 

交
付
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
を
通
知

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
災
害
ま
た

は
失
業
・
倒
産
・
廃
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
、
減
額
さ
れ

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が
無

効
と
な
り
、「
未
納
期
間
」
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

・
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
）

・
印
鑑

（
失
業
の
場
合
）

・ 「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
や
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
な
ど
の
写
し

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

令
和
元
年
度 

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

免
除
・
猶
予
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

区 分 単身世帯 1人扶養 3人扶養

全額免除

納付猶予
57万円 92万円 162 万円

4分の 3免除 93万円 142 万円 230 万円

半額免除 141 万円 195 万円 282 万円

4分の 1免除 189 万円 247 万円 335 万円

▼免除を受けるための「所得」の目安

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課　
　
　
　
　
　
　
　

被
保
険
者
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者

証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
１

日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
８
月
以
降
の
一
部
負

担
金
の
割
合
は
、
同
一
世
帯
内
の

被
保
険
者
の
平
成
30
年
中
の
所
得

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
平
成
31
年
度

（
令
和
元
年
度
）
の
住
民
税
課
税

所
得
と
平
成
30
年
中
の
収
入
額
を

も
と
に
計
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
帯
状
況
の
異
動
や
所
得
の
更
正

に
よ
り
、
随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
（
以
下
「
認
定
証
」）
の
更

新
時
期
も
毎
年
８
月
１
日
で
す
。

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月

以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人

に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。

所得の低い人の軽減 ※ 65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額などから年金所得の範囲内で最大 15万円を控除し軽減判定します。

【注 1】本来は 7割軽減ですが、特例措置により 8.5 割または 8割軽減となっています。

【注 2】平成 30年度の 27.5 万円から拡充されました。

【注 3】平成 30年度の 50万円から拡充されました。

※ 今年度 8割軽減に該当する人は今年度から開始される介護保険料軽減強化や年金生活者支援給付金の支給対

象となります。（住民税課税者と同居の場合は対象外となる場合があります。）

総所得金額など（被保険者＋世帯主）が次の基準額以下の世帯
軽減割合（軽減後均等割額：年額）

変更前（前年度） 変更後（今年度）

基礎控除額

(33 万円）

世帯内の被保険者全員の各所得

（公的年金等控除額を 80万円として計算）が 0円
9割（4,885 円）

8 割（9,771 円）

( 注１)

上記以外 8.5 割（7,328 円）変更なし ( 注１)

基礎控除額 (33 万円 ) ＋ 28 万円 ( 注 2) ×被保険者数 5割（24,427 円）変更なし

基礎控除額 (33 万円 ) ＋ 51 万円 ( 注 3) ×被保険者数 2割（39,084 円）変更なし

お詫び

　広報６月号で掲載しました「後期高齢者医療保険料の見直しについて」のなかで、所得が

低い人の軽減の内容が間違っておりました。正しくは次のとおりです。大変申し訳ございま

せんでした。

被
保
険
者
証
な
ど
の
更
新
時
期
は

被
保
険
者
証
な
ど
の
更
新
時
期
は

８
月
１
日
（
木
）
で
す

８
月
１
日
（
木
）
で
す
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「
熱
中
症
」
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な

く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も
発
症

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に

周
囲
に
も
気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者
で

す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
を
感
じ
に

く
く
、
暑
さ
に
対
す
る
体
温
調
節
機
能
も
低

下
し
て
い
ま
す
。
温
度
計
、
湿
度
計
を
置
き
、

無
理
な
節
電
は
せ
ず
冷
房
や
扇
風
機
な
ど
で

室
内
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
子
ど
も
、
と
り
わ
け
乳
幼
児
は
新
陳

代
謝
が
活
発
で
汗
や
尿
で
出
て
行
く
水
分
が

多
く
、
体
温
調
節
の
力
も
ま
だ
十
分
発
達
し

て
い
な
い
の
で
周
り
の
大
人
が
熱
中
症
予
防

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う ●

問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

熱
中
症
の
予
防
法

熱
中
症
の
予
防
法

　

♦
外
出
時
に
は

　

・ 
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
日
陰
の
利
用
、

こ
ま
め
に
休
憩
す
る
な
ど

　

・ 

天
気
の
良
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を
控

え
る
な
ど

　

♦
体
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

　

・ 

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
服
を
着
用
す
る
な
ど

　

・ 

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で

体
を
冷
や
す
な
ど

こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を
補
給

　

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
乾
き

を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
温
多
湿
の
屋
内
外
で
大
量
に
発
汗
す
る

状
況
で
は
、
体
内
の
水
分
と
と
も
に
塩
分
や

ミ
ネ
ラ
ル
も
奪
わ
れ
、
熱
中
症
症
状
が
出
現

し
ま
す
の
で
、
塩
分
や
糖
分
も
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

♦ 

室
内
で
は

　

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

　

・ 

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
を
利
用

　

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

　

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や
風
通
し

の
よ
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ

せ
ま
す
。

②
か
ら
だ
を
冷
や
す

　

衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
し
ま
す
。

（
特
に
太
い
血
管
の
通
る
、
首
の
周
り
、
脇

の
下
、
足
の
付
け
根
な
ど
）

③
水
分
・
塩
分
補
給
を
さ
せ
る

　

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
水
分
・

塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給
さ
せ
ま
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

　

病
院
へ
の
搬
送
を
必
要
と
す
る
症
状
は
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
体
の
だ
る
さ
（
倦

怠
感
）
な
ど
で
す
。

　

呼
び
か
け
に
対
し
返
事
が
で
き
な
い
、

ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
、
体
が
け
い
れ
ん
す
る
、

体
温
が
高
い
、
意
識
が
な
い
な
ど
の
と
き
は

命
に
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が
な
い

水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が
な
い　
　
　
　

　　

と
き
は
救
急
車
を
！

と
き
は
救
急
車
を
！

経口補水液の作り方

熱中症の人を冷やす部位

高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意

高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

学校間スーパー連携チャレンジプラン学校間スーパー連携チャレンジプラン

　この取組は、町内の公立幼稚園・保育所・こども園の計 11園所が 5つのグループで集まり、集団遊びや交

流を行うことによって人とつながる力やコミュニケーション能力を育むものです。

　6月 13 日には、村岡・小代の両区内の幼稚園・こども園の園児が、ＪＲ香住駅から餘部駅まで列車に乗る

体験をしました。友達同士で助け合ったり、乗車マナーを体験したりするなど、たくさんの友だちと楽しいひ

とときを過ごしました。

就学前わくわく交流会

▲しおかぜ香苑の遊具でたくさんの友達と遊びました ▲列車に乗って餘部駅に到着

　少人数保育の良さを生かしながら、他園所との交流を通して人と関わる力やつながる力を育て、小学校生活

にしっかりつないでいきます。

学力向上ステップアップ授業
　今年で 7年目を迎える本取組は、小規模校ならではのきめ細やかな指導と、小規模校が連携することによ

り生まれるコミュニケーション能力の向上や望ましい競争心、複数の教師が協力して作りあげる、より効果的

な授業を実践しています。

　5月 23日、兎塚小学校と射添小学校の 6年生の児童が連携して英語の授業を行いました。

　外国語指導助手のオリビア先生のテンポのいい授業進行とネイティブの英語に刺激され、子どもたちは自ら

積極的に授業に参加していました。インタビューゲームでは、クラスメイトだけではなく、他校の児童やオリ

ビア先生を相手に身ぶり手ぶりも加え、英語会話に挑戦しました。

▲英語の音楽に合わせ歌とダンスを行う児童 ▲英語で友達や先生にインタビューをしました

　小規模校同士が連携して 1ヵ所に集まることで、体育や音楽など多人数で行なうことによりできることの

幅が広がる「わくわく授業」、算数や国語など複数の教師が子どもたちの関心度や到達度に合わせたグループ

ごとに、子どもたちが理解できるまで指導に取り組む「わかった授業」をこれからも展開していきます。
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香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第28話第 28話

　

こ
ん
に
ち
は
。「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

香
美
町
小
代
」
運
営
業
務
と
し
て
情
報
発
信

や
普
及
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
河
田
愛
で
す
。
私
は
現
在
２
つ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
小
代
の
魅
力
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

１
つ
目
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

@
ojiro_sky

）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
手
軽
に
情
報
発
信
が
で
き
、
コ
メ
ン
ト

を
残
す
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
閲
覧
者
の

反
応
や
感
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
小

代
の
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
価
値
を
感
じ
て

い
る
の
か
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
空
か
ら

撮
影
し
た
も
の
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
町
内
外

へ
魅
力
発
信
し
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
こ
と
で
四
季
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

色
に
輝
く
小
代
の
大
自
然
を
よ
り
雄
大
で
感

動
的
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
24
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
自
治
体
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
９
」
で
は
「
ド
ロ
ー
ン
×
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
で
地
域
の
魅
力
を
発
信
！
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
登
壇
し
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
代
で
の
事
例
を
全
国
に
紹
介
す
る
と

同
時
に
新
し
い
情
報
も
得
る
こ
と
が
で
き
、

研
修
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
魅
力
と
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
特
性

を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
、
そ
こ
に
地
域
外
の

人
と
地
域
活
性
化
に
関
心
あ
る
た
く
さ
ん
の

小
代
の
人
と
を
絡
め
る
こ
と
で
さ
ら
に
小
代

を
「
知
っ
て
も
ら
う
」「
来
て
も
ら
う
」「
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
事
も
初
め
て
の
試
み
を
す
る
の
は
、
勇

気
と
労
力
の
い
る
事
で
す
が
そ
う
い
っ
た
人

と
人
が
協
力
し
合
え
れ
ば
、
も
っ
と
大
き
な

風
が
お
こ
せ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

「
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
め
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

▲自治体総合フェアで講演を行う河田隊員

　入江ダムは関西電力株式会社管理の発電を目的と

したダムで、昭和 33 年 12 月に完成しました。矢

田川本川の石寺堰堤から取水した水と、湯舟川の

水を入江ダムに最大約 20万㎥貯留し、延長約 9km

の導水路で矢田川発電所まで導水することにより発

電しています。

　ダム上流で降雨によって河川が増水し、発電所に

導水する水量を超えると、超えた分の水量をダムか

ら放流を行います。

　このため、放流を行う際には、河川法に基づき、

必ず下流地域の自治体や消防署といった行政機関へ

事前の通知を行います。そして、サイレンを鳴らし

て、釣り人や河川内工事者など河川周辺にいる人た

ちに注意喚起します。 同時に、河川パトロール車

を出動させて、ダムから河口までの入念なパトロー

ルを行っています。

　これから台風シーズンを迎えることになりますが、

関西電力入江ダムの放流について関西電力入江ダムの放流について

●問い合わせ先　役場防災安全課

ダム下流の河川に立ち入る際などには、ダムからの

放流にご注意ください。

▲放流中の入江ダム
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●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

町
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
緊
急
時
に

備
え
る
た
め「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

を
申
請
者
に
対
し
、
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

医
療
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、

自
宅
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
救

命
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

・
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

・
緊
急
時
の
対
応
に
不
安
を
抱
え
る
人

申
請
の
方
法

　

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
い
き
い

き
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
域
局
に
、

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
が
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
時
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
お

よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー
（
①
）
を
渡
し
ま
す
。

管
理
方
法

　

救
急
医
療
情
報
（
下
記
②
）
に
緊
急

連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
医
、
持
病
な
ど

必
要
事
項
を
記
載
し
、
薬
剤
情
報
提
供

書
、
診
察
券
の
写
し
、
健
康
保
険
証
の

写
し
な
ど
と
一
緒
に
キ
ッ
ト
に
入
れ
て

自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
ド
ア
の
内
側
と

冷
蔵
庫
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
の
更
新
に
つ
い
て

　

救
急
医
療
情
報
は
、
緊
急
事
態
に
備

え
る
た
め
の
大
切
な
情
報
で
す
。
年
に

一
度
は
必
ず
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
変
更
が
あ
る
場
合
は
随
時
更

新
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を　
　
　

　

活
用
し
て
く
だ
さ
い

▲救急医療情報キットとステッカー（①）

▲救急医療情報（②）の内容
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苦情その２

　農作業で刈った草やごみが大量に家の裏の水

路に流れて溜まっている。

注意点

　農作業で刈った草は、長期間放置すると強風

で周囲に飛散するなど、思わぬ迷惑が生じるこ

とがあります。　

　また、虫などが発生する原因にもなります。

自身の土地でもごみを長期間放置することは法

律で禁じられていますので、適時、処理してく

ださい。

　また、規模の大小に関わらず農業を事業とし

て行っている場合、肥料袋などの廃プラスチッ

クは全て産業廃棄物となり、町で処理できませ

ん。許可のある処理業者へ委託するか、農協の

回収日を利用してください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

苦情その１

　近所の畑でごみを燃やしていて、煙が入ってくるので

窓が開けられない。

注意点

　野外でごみを燃やす（野焼き）は法律で禁止されてい

ます。農業者が刈り取った草を焼くことはただちに違反

にはなりませんが、大量の煙や臭いが発生する原因にも

なります。また、火災の原因にもなりかねませんので、

十分な配慮が必要です。

　なお、刈草と一緒に新聞などの家庭ごみやビニール製

の肥料袋などを一緒に燃やすことは、ただちに野焼きと

みなされ、法律違反となります。

農作業で出たごみの正しい処理農作業で出たごみの正しい処理

【ひとことアドバイス】

♦ 法律では、訪問販売や電話勧誘販売による、

日常生活において通常必要とする分量を著し

く超える商品の売買契約は、契約してから１

年間は契約の解除が可能です ( 過量販売によ

る契約の解除 )。

♦ 事例のケースは契約から１年以上が経過し、

過量販売による契約の解除はできませんでし

たが、販売方法の問題点を指摘し解決ができ

ました。

♦ 周囲の人が「ちょっとおかしい？」と気が付

き、相談したことで、トラブルの解決につな

がることもあります。気軽にご相談ください。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

～通常の分量を超える健康ドリンク～～通常の分量を超える健康ドリンク～

　最近、農作業に伴うごみの処理について苦情が寄せら

れています。排出者の責任で適正な処理をお願いします。

【事例】　
　「83歳の一人暮らしの母親の家を訪ねると、ダ
ンボール箱があり、500ml のペットボトルぐら
いの大きさの瓶が 6本入っていて、健康ドリン
クと書かれていた。ほかに、家の中から 15万円
の請求書が出てきた。母に尋ねたが、覚えていな
いと言う。」と娘が地域包括支援センターに相談、
消費生活センターに連絡が入った。

【相談後の経過】
　消費生活センターが販売した事業者に問い合
わせると「1年以上前に電話勧誘で 12 本（1年
分）の健康ドリンク、総額 15 万円を販売した。
8万円は入金があったが、残り 7万円は未払い
で、支払ってほしい。」と言われた。センターから、
高齢者に 1年分を一度に販売することは問題が
あることを指摘し交渉したところ、残り 7万円
の請求は取り下げとなった。

▲野焼きをされているごみ

娘の気付きから消費者被害の救済へ娘の気付きから消費者被害の救済へ
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タッチングプール

移住者交流会

但馬地域専門職大学プレカレッジ

　5月 28 日、町教委が推進する「就学前わくわく

交流会」の一環として、但馬漁業協同組合柴山支所

に柴山幼稚園、柴山保育所、小代認定こども園の 3

園所が集まり、タッチングプールが実施されました。

　アナゴやタコ、ネコザメなどが小さなプールに放

され、子どもたちは大はしゃぎ。小代認定こども園

に通う上治楓
ふ う ま

馬くんは「魚はぬるぬるして重たかっ

たけど、さわれて楽しかった」と興奮しながら話し

てくれました。

　ほかにも、漁船や冷凍庫の見学も行われ、地域の

産業を肌で感じていました。

　この 3園所は、10 月にも一緒に小代区の畜産農

家で但馬牛を見学する予定です。

　6月 4日、香住区三谷の食品製造業、㈱トキワで

昼食を一緒に作り、食事をしながら意見交換をして

親睦を深める移住者交流会が開催されました。

　この日は、梅しそ混ぜごはんやピザ風オムレツ、

鶏肉の照り焼きなどを調理しながら、移住者同士で

子育ての話や移住してきたころの話で盛り上がりま

した。

　愛知県から移住してきた石田佐也子さんは「結婚

を機会に移住して 10年になります。香美町は地域

の人から声を掛けてきてくれるので溶け込みやすい

し、この交流会にもまた参加したい」と語ってくれ

ました。

　6月 8日、役場本庁舎で、2021 年の開学に向け

準備を進めている但馬地域専門職大学のプレカレッ

ジが開催されました。

　同大学は、文化と観光が連携した教育を受けるこ

とができる予定で、この日は、劇作家の平田オリザ

氏が講演を行いました。「田舎ほどコミュニケーショ

ン能力やセンスが身につけられるような授業に変え

ていかなければ、格差は広がっていく」と話し、地

域の教育の在り方について指摘されました。

　参加した村岡高校 2年の輪違幸己さんは「演劇

だけではなく、地域のことを考えている大学だと感

じました。これから進路を考える上で、選択肢の一

つにしたいと思います」と語ってくれました。

▲アナゴに興味津々の園児たち

▲おいしそうにできた料理に笑みをこぼす参加者

▲講演を行う平田オリザ氏
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みかた残酷マラソン全国大会

村岡文化協会　芸能発表会

香住海岸クリーン作戦

　6月 9日、小代区でみかた残酷マラソン全国大会

が開催され、9時の号砲と同時に 2,718 人のラン

ナーがスタートし、全長 24km、高低差 408mのコー

スを駆け抜けました。

　大阪府東大阪市から参加した原田卓也さんは「た

くさんの中学生、高校生に応援してもらえて笑顔に

なれた。残酷マラソン大好き」と完走後、晴れやか

表情で語ってくれました。

　同大会には、小代中学校、村岡高校の全校生徒が

スタッフとして参加。ゴール 500m 手前、村岡高

校生によって行われた「お帰りなさい」のハイタッ

チでは、感極まって涙するランナーが何人もいまし

た。

　6月 15 日、村岡体育館で村岡文化協会芸能発表

会が開催されました。村岡高校生で構成される民謡

集団「蘇武」の南中ソーランで会がスタート。17

組 42 人が舞踊や詩吟、社交ダンスなど日頃の練習

の成果を発揮しました。

　舞踊「華
はなおうぎ

扇」を披露した若
わかやぎりゅうきくせんかい

柳流菊扇会の井上舞さ

んは、扇子を使って鶴や鼓
つづみ

を表現するなど会場を魅

了。｢胸を張って姿勢を美しく見せることを意識し

て踊りました。師匠に少しでも近づけるようさらに

稽古に励みます｣ と発表後に語ってくれました。 

　またこの日は、香住・小代文化協会も友情出演。

カラオケや傘踊りなど多彩なパフォーマンスで会場

を盛り上げました。

　海水浴シーズンを控えた 6月 20 日、香住浜海水

浴場で香住第一中学校の全校生による海岸清掃が行

われました。

　尾﨑義美校長は、「地域の一員としてふるさとの

環境を守っていこう」とあいさつ。

　生徒は海岸に漂着している大量の流木をごみ袋

いっぱい集めていきました。「始める前にくらべて

きれいになって本当にうれしい」と２年生の濵本

昇
しょ う ご

冴さんは笑顔で話してくれました。当日は、地元

七日市区民や香住青年会議所の会員、観光協会関係

者らも参加。香住青年会議所の上田真之介理事長は

「中学校のこういう取組にどんどん協力していきた

い」と語ってくれました。

▲小代区を駆けるランナーの皆さん

▲社交ダンスを披露した兎塚スポーツダンスの皆さん

▲海岸に漂着した流木を集める香住一中の生徒
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募　
　

集

開　
　

催

町
臨
時
職
員

町
臨
時
職
員

職
種
・
採
用
予
定
人
員

消
防
吏
員
…
３
人
程
度

受
験
資
格

18
歳
〜
24
歳
の
人　

受
験
資
格
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
次
試
験
日
・
試
験
会
場

９
月
22
日
（
日
）　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

受
付
期
間

７
月
22
日
（
月
）
〜
８
月
２
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

美
方
広
域
消
防
本
部
管
理
課

℡
０
７
９
６
・
92
・
０
１
１
９

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

と
き

①
８
月
９
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
８
月
23
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象

①
小
学
校
１
〜
４
年
生

②
小
学
校
５
〜
６
年
生

内
容

①
め
ざ
せ
！
メ
ダ
カ
博
士

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
一
日
獣
医
さ
ん

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
但
馬
支
所

℡
０
７
９
・
６
６
６
・
８
０
７
１

対
象

① 

博
士
前
期
課
程
…
大
学
卒
業
者
（
見
込
み

含
む
）、
も
し
く
は
同
等
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
社
会
人
経
験
者
や
留
学
生

② 

博
士
後
期
課
程
…
修
士
課
程
を
修
了
も
し

く
は
同
等
の
学
力
が
あ
る
人

募
集
人
数

①
12
人
、
②
２
人

出
願
資
格
認
定

７
月
14
日
（
日
）
〜
７
月
28
日
（
日
）

願
書
受
付

７
月
31
日
（
水
）
〜
８
月
13
日
（
火
）

試
験
日

８
月
24
日
（
土
）
11
時
〜

試
験
会
場

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

神
戸
商
科
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営

部
学
務
課

℡
０
７
９
６
・
34
・
６
０
７
９

Ｅrrm
@
ofc.u-hyog

o.ac.jp

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校　
　
　

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校　
　
　

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と
き

８
月
６
日
（
火
）

午
前
の
部　

9
時
30
分
〜
12
時
（
受
付
９
時
〜
）

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
16
時
（
受
付
13
時
〜
）

と
こ
ろ

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校

内
容

学
校
の
紹
介
・
看
護
体
験
・
個
別
相
談
な
ど

（
要
申
込
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校　

看
護
教
育

課℡
０
７
９
・
６
６
２
・
６
６
９
３

Ｅyokanc@
bz0
1
.plala.or.jp

募
集
職
と
採
用
予
定
人
数

①
環
境
美
化
推
進
作
業
員
…
１
人

②
給
食
調
理
員
…
１
人

勤
務
場
所

①
役
場
町
民
課

②
香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間
（
勤
務
日
）

①
８
時
30
分
〜
17
時
（
週
５
日
勤
務
）

②
７
時
45
分
〜
16
時
15
分
（
週
５
日
勤
務
）

応
募
資
格

① 

②
共
通　

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な
人

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

採
用
予
定
日

９
月
１
日
付

賃
金
な
ど

①
日
額
７
５
０
０
円

②
日
額
７
０
０
０
円

　

通
勤
手
当
別
途
支
給
、
期
末
一
時
金
あ
り
。

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に
加
入

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
①
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し
の
添
付
も
必
要
で
す
。

応
募
締
切

７
月
26
日
（
金
）

面
接
試
験

　

８
月
上
旬
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

役
場
総
務
課
、
各
地
域
局

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院　
　
　
　
　
　

　　
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
入
学
者

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
入
学
者

応
募
対
象

地
域
や
団
体
な
ど
で
青
少
年
育
成
活
動
に
参

画
す
る
意
欲
を
持
つ
、
但
馬
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数

15
人
程
度

実
施
期
間

８
月
〜
令
和
３
年
２
月

実
施
内
容

・
基
本
講
座
（
全
県
版
、
地
方
版
）

・
実
践
講
座
（
地
方
講
座
）

・
教
養
講
座
（
全
県
講
座
、
地
方
講
座
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
食
費
、
交
通
費
な
ど
実
費

が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
方
法

　

但
馬
県
民
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
民
館
な

ど
に
配
置
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

７
月
31
日(

水)

開
講
日

８
月
26
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

但
馬
青
少
年
本
部

℡
０
７
９
６
・
26
・
３
６
４
８

夏
休
み
こ
ど
も
セ
ミ
ナ
ー

夏
休
み
こ
ど
も
セ
ミ
ナ
ー

第第
5252
回
文
教
府
夏
期
大
学

回
文
教
府
夏
期
大
学

と
き

８
月
17
日
（
土
）　

10
時
50
分
〜

と
こ
ろ

豊
岡
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
師

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
前
監
督
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カレンダーカレンダー けいじばんけいじばん フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

（令和元年 6月 20日現在、順不同）

　本町は、㈱サイネックスとの官民協働事業として、

行政情報をはじめ、地域情報や防災情報、生活情報

などを一冊にまとめた情報誌「暮らしの便利帳」を

共同発行することになりました。

　11月に町内全世帯へ配布予定です。

問い合わせ先

役場総務課

暮らしの便利帳を発行します暮らしの便利帳を発行します

プ
ロ
野
球
解
説
者　

梨
田
昌
孝
氏

「
信
頼
し
よ
う
、任
せ
よ
う
〜
梨
田
流
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
〜
」

脚
本
家　

中
園
ミ
ホ
氏

「
働
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
〜
逆
境
が
私
を

育
て
て
く
れ
た
〜
」

参
加
費

２
０
０
０
円
（
当
日
２
２
０
０
円
）

　

但
馬
文
教
府
、町
教
育
委
員
会
、e+

（
イ
ー

プ
ラ
ス
）
な
ど
で
会
員
券
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

但
馬
文
教
府

　

０
７
９
６
・
22
・
４
４
０
７

　サマージャンボ宝くじの売上金の約 4割は、福

祉車両や神輿の購入など県内市町の住み良いまちづ

くりに活用されています。売上金は、各都道府県の

販売実績などに応じて交付されますので、ぜひ、県

内の宝くじ売り場でお買い求めください。

発売期間

8 月 2日（金）まで

問い合わせ先

（公財）兵庫県市町村振興協会

℡ 078・322・1151

　当たってにっこり地元もほっこり　当たってにっこり地元もほっこり

サマージャンボ宝くじ発売サマージャンボ宝くじ発売

　7月は「社会を明るくする運動」強調月間です。

　今年で 69回目を迎えるこの運動は、すべての国

民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更

生について理解を深め、それぞれの立場において力

を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こ

うとする全国的な運動です。

　みんなで力を合わせて、犯罪や非行のない明るい

社会を築きましょう。

問い合わせ先

美方保護区保護司会事務局

℡ 0796・34・0034

　あなたのまなざしで再出発を見守る社会へ　あなたのまなざしで再出発を見守る社会へ

第 69回社会を明るくする運動第69回社会を明るくする運動
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いきいきカレンダー ▶15 14
7 8
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

と
き
・
と
こ
ろ

７
月
24
日
（
水
）、
８
月
14
日
（
水
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
地
域
局

相
談
者

精
神
保
健
福
祉
士
、
相
談
支
援
専
門
員

問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

役
場
福
祉
課

遺
言
・
相
続
な
ん
で
も
相
談

遺
言
・
相
続
な
ん
で
も
相
談

と
き
・
と
こ
ろ

７
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
（
受
付

15
時
30
分
ま
で
）

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
・
６
６
２
・
３
１
２
６

と
き
・
と
こ
ろ

８
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

あわせて・・・

　夏の時期は、レジャーなどにより交通量が増える

ことに加え、日中の暑さを避けて朝夕に活動する高

齢者や、夏休みに活動する子どもが多くなります。

　また、暑さで気の緩みが生じやすい季節です。

　ドライバーの人は安全運転に努め、シートベルト

やチャイルドシートを確実に着用しましょう。

高齢ドライバーの交通事故防止！高齢ドライバーの交通事故防止！
　誰もが年齢を重ねると、視野障害や身体機能の低下

により、安全運転に必要とされる能力が低くなってき

ます。

　悲惨な交通事故を起こさないように、考えてみて下

さい。

セーフティー・サポートカー（サポカー）の活用

　サポカーは、高齢運転者による交通事故対策の一環

として、先進安全技術を活用した運転支援機能を備え

た車です。交通事故の防止や被害の軽減に役立ちます

ので、機会があればサポカーへの乗り換えを考えま

しょう。

・自動ブレーキ

　前方の車両や歩行者を検知し、衝突の可能性が高い

場合に自動でブレーキが作動します。

・ペダル踏み間違い加速抑制装置

　アクセルとブレーキの踏み間違い時に、急加速を防

止します。

・車線逸脱警報装置

　道路上の車線からはみ出した場合、運転者に知らせ

ます。

・先進ライト機能

　ハイビームとロービームを自動に切り替えるなどで、

前方の危険を発見しやすくします。

運転に自信がなくなったら「自主返納」を！

・「運転免許証の自主返納制度」とは

　運転免許が不要になった人や、運転に不安を感じる

ようになった高齢ドライバーの人が、自主的に運転免

許証の返納ができる制度で

す。

　車の運転操作はご自身で

は気がつきにくいので、家

族や近所の人と話し合って

みましょう。

・「運転経歴証明書」の交付が受けられます

   自主返納後は、安全運転に努めてきた証として運転

経歴証明書の交付が受けられます。公的な本人確認証

として利用できるほか、サポート制度もあり、さまざ

まな特典が受けられます。

問い合わせ先

美方警察署　　0796・82・0110
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は
ら
か
ら
の
分
も
根
を
張
り
育
て
よ
と
間
引
き
し

苗
に
水
を
撒
き
や
る　
　
　
　
　

池
田
惠
子

畑
の
廻
り
の
鹿
よ
け
の
網
張
り
終
え
て
そ
よ
風
添

え
て
水
分
補
給　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

小
さ
な
蟻
の
長
い
行
列
何
万
匹　

何
の
行
事
か
分

か
ら
な
い
け
ど　
　
　
　
　
　
　

田
中　

力

現
世
に
僅
か
と
な
り
し
老
い
の
身
は
平
穏
に
過
ぎ

る
日
日
愛
し
む　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

立
ち
揃
う
松
の
芯
み
る
庭
に
出
て
古
き
松
葉
を
飽

か
ず
掃
き
い
る　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

集
え
れ
ば
体
の
不
調
を
語
り
合
う
老
い
て
人
並
み

笑
み
て
別
る
る　
　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

磨
け
ば
小
石
な
れ
ど
も
光
も
つ
磨
き
足
り
な
し
わ

れ
の
子
育
て　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

短
夜
の
あ
け
て
か
そ
け
き
田
に
は
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
と
足
お
先
と
鳥
つ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
真
弓

蒼
林
の
吹
く
風
清
し
夏
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

あ
ら
れ
も
ち
こ
ぼ
し
た
よ
う
な
柿
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

朝
日
映
え
棚
田
の
鴨
は
食
事
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
淵
も
と
え

母
の
日
は
我
が
名
に
因
み
か
す
み
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

和
美

若
菜
風
令
和
優
し
く
生
き
抜
け
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

令
和
な
り
小
里
に
一
戸
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 
〜　

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

　　県民まちなみ緑化事業県民まちなみ緑化事業
　県では県民緑税を活用し、自治会などの住民団体

や土地所有者（個人・法人）などが実施する植樹や

芝生化などの緑化活動を支援しています。

対象経費

①一般緑化、②校園庭・ひろばの芝生化、③駐車場

の芝生化、④建築物の屋上・壁面緑化に要する経費

（上限：最大 400 万円、個人・法人は対象経費の 2

分の 1）

対象規模

住民団体：30㎡以上　個人・法人：100㎡以上

※詳しい条件などについては下記までお問い合わせ

ください。

募集期限

11 月 29 日 ( 金 )

問い合せ先

役場建設課

但馬県民局豊岡土木事務所まちづくり建築第１課

　 0796・26・3757　　0796・24・5593

詳細は県 HPで検索できます。

柤大池公園グラウンドの芝生化

　6月 15 日、柤岡すこやか広場で、同広場の管理

を行う柤岡区と柤岡あけぼの会の呼びかけにより、

約 150 人のボランティアが集まり、20,000 株の芝

生ポット苗の植え付けを行いました。

▲芝生ポット苗の植え付けを行うボランティアの皆さん
FAXFAX

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日行政区 氏名 性別 死亡日

※ このコーナーは、5.21 ～ 6.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、5.21 ～ 6.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（令和元年 6月 1日現在）

人　口 17,573 人　（－ 38）

男 8,377 人　（－ 21）

女 9,196 人　（－ 17）

世帯数 6,564 世帯（－ 8）

（　）内は前月比

■編集後記■

　今回の表紙は香住一中で行われた、中学生の「ふ

るさと魚料理実習」の様子です。この実習は本町で

水揚げされた魚をさばく実習で、地域の人に協力し

てもらいながら毎年行われているものです。

　この実習ができるおかげで、本町の 4中学校で

学ぶ生徒全員が魚をさばけるようになって卒業して

いくんだそうです。地域の人が生徒の手を取りなが

ら真剣に指導する姿を見て、少しずついいから子ど

もたちがふるさとを愛する心を育んでいってほしい

なあと思いました。

　写真撮影でうろうろしていたら「どうぞ食べてく

ださい」と先生からうれしいお声が。実習で調理さ

れたアジのムニエルと骨せんべい、いただいちゃい

ました。生徒の皆さん、とってもおいしかったです

よ。ごちそうさま。（よしだ）

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,200 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れ

なかった場合はお電

話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
172

号
）
令
和
元
年
7
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

おさかな通信
香美町 魚

とと

の拾六…コムギ

　

今
回
は
、
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
と
思
わ

れ
る
「
コ
ム
ギ
」（
ウ
ス
メ
バ
ル
）
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
魚
は
香
住
の
夏
を
彩
る
地
魚

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
漁
師
と
し
て
、
も
っ

と
も
っ
と
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

感
じ
て
い
る
魚
で
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
に
旬
を
迎
え
る
魚
と
い
え
ば
、
ア
ジ
、

ア
ゴ
（
ト
ビ
ウ
オ
）、
白
イ
カ
が
一
般
的
で

す
が
、
い
ち
押
し
は
や
は
り
コ
ム
ギ
で
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
体
色
は
小
麦
色
を
し
て

い
て
、
日
光
が
当
た
る
と
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝

き
、
と
て
も
綺
麗
で
す
。
私
は
底
曳
網
漁
期

終
了
後
、自
身
が
所
有
し
て
い
る
釣
り
船
で
、

こ
の
魚
を
狙
っ
て
出
漁
し
ま
す
。

　

コ
ム
ギ
は
水
深
80
〜
１
４
０
㍍
の
岩
礁
帯

に
生
息
し
て
い
て
、
ホ
タ
ル
イ
カ
や
イ
カ
の

短
冊
、
オ
キ
ア
ミ
な
ど
を
エ
サ
に
釣
り
上
げ

ま
す
。
深
い
と
こ
ろ
ま
で
釣
り
針
を
下
ろ
す

の
に
は
苦
労
し
ま
す
が
、
ヒ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト

に
当
た
る
と
15
匹
が
一
度
に
釣
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
昔
は
大
き
な
重
り
を
付
け
、
手

動
で
釣
り
針
を
上
げ
下
げ
を
し
て
い
た
の

で
、
力
自
慢
の
私
で
も
手
を
痛
め
る
く
ら
い

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
電
動
リ
ー

ル
の
普
及
で
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ム
ギ
は
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
脂

も
乗
っ
て
い
る
の
で
、
刺
身
や
み
そ
汁
、
焼

き
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
も
い
け
ま
す

が
、
私
の
い
ち
ば
ん
の
お
勧
め
は
何
と
い
っ

て
も
煮
つ
け
で
す
。
我
が
家
は
少
し
甘
め
の

味
付
け
を
し
ま
す
。
こ
の
煮
つ
け
を
食
べ
た

い
が
た
め
に
船
を
出
し
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
さ
か
な
通
信
を
ご
覧
に
な
っ
た
人
た
ち

に
コ
ム
ギ
が
買
っ
て
も
ら
え
、
さ
ら
に
そ
の

お
い
し
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。
お
酒
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
の
で
、

私
み
た
い
に
飲
み
過
ぎ
に
は
ご
注
意
を
。

▲漁港で競りにかけられているコムギ

　皆さん、こんにちは。香美町とと活隊の山中康正です。

　私は香住に生まれ育ち、香住高校漁業科（現海洋科

学科）を卒業後、家業である沖合底曳網漁船「盛
せい ざ ん ま る

山丸」に乗船、現在は機関長として船のエンジ

ンをはじめとした機械の責任者として漁を支えています。

　早いものでキャリアは 40年以上になります。現在、とと活隊には私も含めて 2人の漁師がいま

す。今月号は漁師ならではのご紹介が出来ればと思います。

▲山中隊員が調理したコムギの煮つけ


